


こ
と
に
な
る
。

　
最
高
裁
判
所
に
よ
る
と
、平
成
25
年
の

1
年
間
の
申
立
件
数
は
3
万
4
0
0
0

人
を
超
え
、利
用
者
数
は
年
々
増
え
て
い

る（
図
表
1
）。厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、

認
知
症
高
齢
者
は
2
0
2
5
年
度
に

7
0
0
万
人（
高
齢
者
の
約
5
人
に
1

人
）ま
で
増
加
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、利

用
者
数
は
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

利
用
者
数
は
年
々
増
加

　「
無
縁
社
会
」と
言
わ
れ
、家
族
や
親
族
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
弱
ま
り
が
指
摘
さ
れ

る
中
、こ
れ
ま
で
本
紙
で
は
住
民
同
士
の

見
守
り
や
生
活
支
援
と
い
っ
た
身
近
な
地

域
の
支
え
合
い
活
動
を
多
数
紹
介
し
て

き
た
。そ
れ
ら
は
、生
活
上
の
困
り
事
を

抱
え
や
す
い
人
た
ち
の
孤
立
を
防
ぎ
、新

し
い
居
場
所
や
関
係
を
作
り
出
す
活
動

で
あ
る
。

　
一
方
で
、こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、精
神

障
害
者
と
い
っ
た
判
断
能
力
が
不
十
分

な
状
態
に
あ
る
人
の
支
援
が
課
題
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
契
約
や
病
院
の
入
院・退
院
手

続
き
を
は
じ
め
、年
金
や
給
付
金
受
給
な

ど
の
公
的
手
続
き
、金
融
機
関
で
の
預
貯

金
の
管
理
、不
動
産
の
管
理
な
ど
、本
人

の
意
思
に
基
づ
く
決
定
や
具
体
的
な
手

続
き
を
求
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。も
し
、

本
人
が
内
容
を
理
解
で
き
ず
、適
切
に
対

応
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
成
年
後
見

制
度（
キ
ー
ワ
ー
ド
参
照
）を
活
用
す
る
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■図表1 成年後見制度 全国の利用者数

■図表2 後見人等の担い手の変化

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成
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成
年
後
見
制
度
の
広
が
り

　
尼
崎
市
で
初
め
て
の
市
民
後
見
人
と

な
っ
た
森
義
光
さ
ん
に
、後
見
人
と
し
て

の
活
動
の
実
際
を
お
尋
ね
し
た
。

市
民
後
見
人
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
福
祉
と
は
無
縁
の
民
間
企
業
で
定
年

後
に
成
年
後
見
制
度
を
知
り
ま
し
た
。

母
と
義
母
の
介
護
体
験
を
通
じ
て
、認

知
症
な
ど
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え

る
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、市
の
広
報
で
市
民
後
見
人
養

成
研
修
の
案
内
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。当
時
は
後
見
人
が
ど
ん
な
仕
事

を
行
う
か
も
知
ら
ず
、気
軽
な
気
持
ち

で
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
後
見
人
の
活
動
内
容
は
？

　
現
在
は
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
に
お
住
ま
い
の
認
知
症
高
齢
者
の
後

見
人
を
し
て
い
ま
す
。私
が
後
見
人
に

選
ば
れ
た
時
、本
人
は
市
内
の
ご
自
宅

に
住
ん
で
お
ら
れ
、週
2
〜
3
回
訪
問

し
て
い
ま
し
た
。住
宅
の
転
居
に
伴
っ
て

市
民
後
見
人
の
活
動
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

制
度
の「
担
い
手
」の
変
化

　
成
年
後
見
制
度
が
始
ま
っ
て
15
年
。こ

れ
ま
で
、成
年
後
見
人・保
佐
人・補
助
人

（
以
下
、「
後
見
人
」）の
担
い
手
は
家
族・親

族
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、核
家
族
化
の
進

行
に
よ
る
世
帯
人
員
の
減
少
な
ど
を
背

景
に
、弁
護
士・司
法
書
士・社
会
福
祉
士

と
い
っ
た
専
門
職
の
選
任
に
加
え
、社
協

や
N
P
O
な
ど
の
法
人
が
第
三
者
と
し

て
選
任
さ
れ
る
、「
法
人
後
見
」な
ど
の
割

合
が
大
き
く
増
加
し
て
き
た（
図
表
2
）。

　
そ
し
て
近
年
で
は
、同
じ
地
域
で
暮
ら

す
一
般
住
民
が
後
見
人
と
な
り
、見
守

り・生
活
支
援
活
動
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん

だ
新
た
な
支
え
合
い
活
動
と
し
て
制
度

の
担
い
手
と
な
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
担
い
手
は
、「
市
民

後
見
人
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
市
民
後
見
人
が
主
に
担
う
の
は
、頼
れ

る
親
族
が
い
な
か
っ
た
り
、家
族
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
や
財
産
の
紛
争
が
無
く
、本
人

と
の
関
係
構
築
が
し
や
す
い
ケ
ー
ス
な

ど
だ
。財
産
の
少
な
い
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
い
る
た
め
、社
会
貢
献
の
精
神
に
基
づ

く
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
で
あ
る
。同
じ

地
域
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
の
立
場

を
生
か
し
、丁
寧
な
訪
問
や
見
守
り
を

通
じ
て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、本
人

の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
最
高
裁
判
所
に
よ
る
と
、平
成
23
年

か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
全
国
で
選
任
さ

れ
た
市
民
後
見
人
は
す
で
に
計
3
7
7

人
に
上
っ
て
い
る（
図
表
3
）。県
内
で
も
、

神
戸
市
で
30
人
、尼
崎
市
3
人
の
活
動

実
績
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
平
成
26
年
12

月
末
時
点
）。

　
な
お
、市
民
後
見
人
は
①
養
成
研
修

を
受
講
し
一
定
の
資
質
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
、②
専
門
機
関
に
よ
る
組
織
的

な
活
動
支
援・監
督
体
制
が
あ
る
こ
と
を

要
件
に
家
庭
裁
判
所
か
ら
後
見
人
と
し

て
選
ば
れ
、専
門
職
や
法
人
に
よ
る
後
見

人
と
同
様
に
法
的
な
責
任
と
義
務
を
負

っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
民
後
見
と
法
人
後
見
の
連
動

　
市
民
後
見
人
は
、同
じ
地
域
で
暮
ら
す

住
民
が
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
の
生

活
と
人
生
に
寄
り
添
い
、さ
ら
に
は
家
族

や
友
人
、地
域
社
会
と
の
関
係
性
を
紡
い

で
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。し
か
し
、そ

こ
に
は
限
界
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、虐
待
や
権
利
侵
害
な
ど
専

門
的
な
援
助
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
年
齢

が
若
く
長
期
に
わ
た
り
支
援
が
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
、病
気
や
障
害
の
状
態
が
悪

く
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
な
ど

は
、市
民
後
見
人
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な

い
。そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
受
け
皿
と
し

て
、市
町
社
協
や
N
P
O
等
が
法
人
と

し
て
後
見
人
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、全
国
で
も
徐
々
に
そ
の
件
数
が

増
え
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
促
進
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ら
市
民
後

見
人
や
法
人
後
見
な
ど
の
取
り
組
み
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、中
長
期
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
で
地
域
に
お
け
る
担
い
手
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

求
め
ら
れ
る
公
的
支
援

　
成
年
後
見
制
度
の
普
及
に
あ
た
っ
て

は
、生
存
権
保
障
の
観
点
か
ら
行
政
の

公
的
責
任
も
大
き
い
。国
で
は
、平
成
23

年
度
か
ら「
市
民
後
見
推
進
事
業
」を
実

施
し
て
お
り
、平
成
24
年
度
の
老
人
福

祉
法
改
正
で
も
後
見
人
の
育
成
な
ど
が

市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
て
明
記
さ
れ

た
。さ
ら
に
こ
の
た
び
の「
認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」

に
も
、市
民
後
見
人
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
県
内
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
尼
崎
市
、

西
宮
市
、神
戸
市
の
よ
う
に
、権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
や
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
を
行
政
が
設
置
し
、判
断
能
力
の
不

十
分
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る（
図
表
5
）。

ま
た
、西
播
磨
圏
域
で
は
4
市
3
町
の
行

政
と
社
協
が
協
議
を
重
ね
な
が
ら
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
な
ど
、地
域
の
実
情
に
応

じ
た
広
域
的
な
取
り
組
み
も
模
索
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
は
、身
近
な
地
域
に
お
け
る
市
民

後
見
人
や
法
人
後
見
と
い
っ
た
成
年
後
見

制
度
の
基
盤
整
備
を
図
る
と
同
時
に
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
な
ど
の
関

連
施
策
と
一
体
的
に
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
へ

　
市
民
後
見
人
や
法
人
後
見
な
ど
の
成

年
後
見
制
度
を
取
り
巻
く
新
た
な
動
き

は
、住
民
と
行
政
、社
協
、N
P
O
、専
門

職
な
ど
の
協
働
に
よ
っ
て
切
り
拓
く
地

域
福
祉
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
で
あ
る
。

み
ん
な
が
認
め
合
い
、尊
厳
が
守
ら
れ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、さ
ら
な
る

広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

申
請
書
類
の
作
成
や
契
約
手
続
き
、費

用
の
支
払
い
を
行
い
ま
し
た
。現
在
は

月
2
回
程
度
訪
問
し
て
、ご
本
人
の
希

望
や
心
身
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま

す
。困
っ
た
時
は
、尼
崎
市
成
年
後
見
等

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

に
相
談
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
市
民
後
見
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
社
会
貢
献
活
動
で
す
が
、私
自
身

の
将
来
の
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
の
現
在
で
は
、

元
気
な
高
齢
者
が
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
は
、と
て
も
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、尼
崎
市
を
含
む
12
市
町

で
市
民
後
見
人
の
養
成
研
修
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、取
り
組
み
は
年
々
広
が
り
つ

つ
あ
る
。中
で
も
特
色
あ
る
人
材
養
成

を
進
め
て
い
る
の
が
西
宮
市
だ
。

　
同
市
で
は
、平
成
23
年
4
月
に「
高
齢

者・障
害
者
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、市
社
協
と
特
定
非
営
利
活

動
法
人
P
A
S
ネ
ッ
ト
が
運
営
し
て
い

る
。セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
23
年
度
か
ら

「
権
利
擁
護
支
援
者
養
成
研
修
」を
実
施

し
て
き
た
。そ
の
特
徴
は
、市
民
後
見
人

の
養
成
に
限
定
せ
ず
、権
利
擁
護
の
側

面
か
ら
身
近
な
地
域
で
支
援
を
行
う
多

様
な
人
材
を
養
成
し
て
い
る
点
に
あ

る
。研
修
後
の
具
体
的
な
活
動
場
面
と

し
て
は
、市
民
後
見
人
の
ほ
か
、P
A
S

ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
後
見（
後
述
）を
担

う
後
見
活
動
支
援
員
や
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
の
生
活
支
援
員
、セ

ン
タ
ー
が
開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
協
力
す
る
権
利
擁
護
推
進
員
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

尊
厳
が
守
ら
れ
る

地
域
社
会
づ
く
り
へ
向
け
て

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉓
成年後見制度の
新たな広がり尼崎市成年後見等支援センター職員に市民後見活動の状

況を報告する森さん
フォローアップの一環として市民後見人受任者・候補者交
流会を開催（神戸市成年後見支援センター）

平成23年 平成24年 平成25年

　判断能力が不十分な状態に
ある人に代わって、成年後見
人等がさまざまな契約行為や
サービスの手配、財産の管理
などを行う制度。家庭裁判所
が本人や親族、市区町長の申
し立てを受け、本人の判断能
力に応じて、「成年後見人」「保
佐人」「補助人」を選任する。平
成12年に開始。

成年後見制度
キーワード

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成
平成23年 平成24年 平成25年

153,314
166,289

176,564

平成12年度 平成25年

57.8％

42.2％

9.1％

90.9％

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成

■親族 ■第三者（専門職、法人など）

市
民
後
見
人
に
期
待
さ
れ
る
役
割

（
大
阪
市
の
取
り
組
み
か
ら
）

①
本
人
の
意
思
の
代
弁

②
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
充
足
と

　
本
人
ら
し
い
生
活
の
質
の
向
上

③
良
好
な
社
会
関
係
の
構
築

④
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

⑤
適
切
な
財
産
管
理
と
本
人
に
と
っ
て

　
有
意
義
な
財
産
活
用

⑥
地
域
社
会
に
お
け
る
権
利
擁
護
の

　
推
進
と
成
年
後
見
制
度
の
普
及

■図表3 市民後見人の選任数

92

118

167

　
研
修
内
容
は
、認
知
症
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
当
事
者
理
解
を
は
じ
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
知
識
、成
年

後
見
制
度
の
知
識
な
ど
幅
広
く
、基
礎

研
修
と
専
門
研
修
を
合
わ
せ
て
研
修
時

間
は
40
時
間
に
上
る
。平
成
25
年
度
ま

で
の
3
年
間
で
受
講
し
た
市
民
は
80
人

を
超
え
、そ
の
内
訳
は
定
年
退
職
を
し

た
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
、介
護
を

経
験
し
た
人
、福
祉
関
係
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。市
民
後
見
人
を
希
望
す
る
受

講
者
は
、研
修
修
了
後
に
実
践
経
験
を

積
む
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、市
民
後
見
人

の
誕
生
に
向
け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
。

　
市
民
後
見
人
が
力
を
発
揮
し
、生
き

生
き
と
活
動
す
る
に
は
、市
民
後
見
人

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
構
築
が
鍵
と
な
る
。神
戸
市

で
は
、平
成
23
年
度
か
ら
市
民
後
見
人

の
養
成
と
活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
お

り
、平
成
26
年
12
月
末
ま
で
に
家
庭
裁

判
所
か
ら
成
年
後
見
人
28
人
、保
佐
人

2
人
が
選
ば
れ
た
実
績
が
あ
る
。

　
同
市
で
は
平
成
23
年
1
月
に「
神
戸

市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
、市
社
協
が
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い

る
。市
民
後
見
人
が
誕
生
す
る
ま
で
の

流
れ
は
図
表
4
の
通
り
で
あ
る
。

　
市
社
協
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、市
民
後
見
人
が

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
る
際
に
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
要
請
を
受
け
、市
社

協
が
後
見
監
督
人
に
就
任
し
て
い
る
点

に
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
市
社
協
は
市
民

後
見
人
と
の
密
接
な
情
報
共
有
や
連
携

が
可
能
と
な
り
、市
民
後
見
人
が
行
う

契
約
行
為
や
各
種
手
続
き
、財
産
管
理
、

市
民
後
見
人
の
養
成（
西
宮
市
）

事
例
1

市
民
後
見
人
の
活
動
を

支
え
る
仕
組
み（
神
戸
市
）

事
例
2

■図表5 県内で設置された権利擁護支援センター等 ■図表4 市民後見人養成の流れ
基礎20時間
実務30時間講義、面接、レポート

登録選考、現場実習

市長申し立て等から案件を検討

弁護士等の専門家による受任前審査

最終的には、家裁が決定

養成研修受講

研修修了

市民後見人候補者として登録

受任調整会議

家庭裁判所から選任

市民後見人として活動スタート

書
類
作
成
の
ほ
か
、対
応
が
難
し
い
場

面
な
ど
、活
動
の
中
で
生
じ
る
問
題
に

対
し
て
助
言・監
督
を
行
う
こ
と
に
な

る
。さ
ら
に
、弁
護
士・司
法
書
士・社
会

福
祉
士・医
師
の
専
門
職
と
も
連
携・協

働
し
て
お
り
、法
律
と
福
祉・医
療
の
観

点
か
ら
市
民
後
見
人
を
支
え
る
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、市
民
後
見
人
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
、就
任
1
年
目
は
3
カ

月
、6
カ
月
単
位
の
報
告
時
期
を
設
定

し
面
談
を
実
施
。専
門
職
か
ら
直
接
助

言
を
受
け
る
体
制
も
取
り
入
れ
て
い

る
。ま
た
、日
頃
の
悩
み
や
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
、メ
ー
ル・電
話・面
談
等
に
よ

り
日
常
的
に
支
援
し
て
い
る
。

●神戸市成年後見支援センター
●姫路市成年後見支援センター
●尼崎市成年後見等支援センター
●西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター
●芦屋市権利擁護支援センター
●伊丹市福祉権利擁護センター
●宝塚市高齢者・障がい者権利擁護支援センター
●川西市成年後見支援センター　かけはし
●篠山市高齢者・障がい者権利擁護サポートセンター
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こ
と
に
な
る
。

　
最
高
裁
判
所
に
よ
る
と
、平
成
25
年
の

1
年
間
の
申
立
件
数
は
3
万
4
0
0
0

人
を
超
え
、利
用
者
数
は
年
々
増
え
て
い

る（
図
表
1
）。厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、

認
知
症
高
齢
者
は
2
0
2
5
年
度
に

7
0
0
万
人（
高
齢
者
の
約
5
人
に
1

人
）ま
で
増
加
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、利

用
者
数
は
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

利
用
者
数
は
年
々
増
加

　「
無
縁
社
会
」と
言
わ
れ
、家
族
や
親
族
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
弱
ま
り
が
指
摘
さ
れ

る
中
、こ
れ
ま
で
本
紙
で
は
住
民
同
士
の

見
守
り
や
生
活
支
援
と
い
っ
た
身
近
な
地

域
の
支
え
合
い
活
動
を
多
数
紹
介
し
て

き
た
。そ
れ
ら
は
、生
活
上
の
困
り
事
を

抱
え
や
す
い
人
た
ち
の
孤
立
を
防
ぎ
、新

し
い
居
場
所
や
関
係
を
作
り
出
す
活
動

で
あ
る
。

　
一
方
で
、こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、精
神

障
害
者
と
い
っ
た
判
断
能
力
が
不
十
分

な
状
態
に
あ
る
人
の
支
援
が
課
題
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
契
約
や
病
院
の
入
院・退
院
手

続
き
を
は
じ
め
、年
金
や
給
付
金
受
給
な

ど
の
公
的
手
続
き
、金
融
機
関
で
の
預
貯

金
の
管
理
、不
動
産
の
管
理
な
ど
、本
人

の
意
思
に
基
づ
く
決
定
や
具
体
的
な
手

続
き
を
求
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。も
し
、

本
人
が
内
容
を
理
解
で
き
ず
、適
切
に
対

応
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
成
年
後
見

制
度（
キ
ー
ワ
ー
ド
参
照
）を
活
用
す
る

SPECIAL EDITION

■図表1 成年後見制度 全国の利用者数

■図表2 後見人等の担い手の変化

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成

　介護保険制度の導入と同時に平成12年から開始された成年後
見制度。認知症高齢者の増加などに伴い、その利用者は年々増加し
つつある。また、“無縁社会”と言われる中で、家族・親族のつながり
の弱体化や地域の住民同士の連帯の希薄化などを背景として、「市
民後見人」や「法人後見」といった新たな動きも生まれつつある。
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れる市民後見人の取り組みを紹介するとともに、身近な地域におけ
る権利擁護の仕組みづくりについて考える。
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成
年
後
見
制
度
の
広
が
り

　
尼
崎
市
で
初
め
て
の
市
民
後
見
人
と

な
っ
た
森
義
光
さ
ん
に
、後
見
人
と
し
て

の
活
動
の
実
際
を
お
尋
ね
し
た
。

市
民
後
見
人
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
福
祉
と
は
無
縁
の
民
間
企
業
で
定
年

後
に
成
年
後
見
制
度
を
知
り
ま
し
た
。

母
と
義
母
の
介
護
体
験
を
通
じ
て
、認

知
症
な
ど
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え

る
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、市
の
広
報
で
市
民
後
見
人
養

成
研
修
の
案
内
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。当
時
は
後
見
人
が
ど
ん
な
仕
事

を
行
う
か
も
知
ら
ず
、気
軽
な
気
持
ち

で
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
後
見
人
の
活
動
内
容
は
？

　
現
在
は
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
に
お
住
ま
い
の
認
知
症
高
齢
者
の
後

見
人
を
し
て
い
ま
す
。私
が
後
見
人
に

選
ば
れ
た
時
、本
人
は
市
内
の
ご
自
宅

に
住
ん
で
お
ら
れ
、週
2
〜
3
回
訪
問

し
て
い
ま
し
た
。住
宅
の
転
居
に
伴
っ
て

市
民
後
見
人
の
活
動
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

制
度
の「
担
い
手
」の
変
化

　
成
年
後
見
制
度
が
始
ま
っ
て
15
年
。こ

れ
ま
で
、成
年
後
見
人・保
佐
人・補
助
人

（
以
下
、「
後
見
人
」）の
担
い
手
は
家
族・親

族
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、核
家
族
化
の
進

行
に
よ
る
世
帯
人
員
の
減
少
な
ど
を
背

景
に
、弁
護
士・司
法
書
士・社
会
福
祉
士

と
い
っ
た
専
門
職
の
選
任
に
加
え
、社
協

や
N
P
O
な
ど
の
法
人
が
第
三
者
と
し

て
選
任
さ
れ
る
、「
法
人
後
見
」な
ど
の
割

合
が
大
き
く
増
加
し
て
き
た（
図
表
2
）。

　
そ
し
て
近
年
で
は
、同
じ
地
域
で
暮
ら

す
一
般
住
民
が
後
見
人
と
な
り
、見
守

り・生
活
支
援
活
動
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん

だ
新
た
な
支
え
合
い
活
動
と
し
て
制
度

の
担
い
手
と
な
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
担
い
手
は
、「
市
民

後
見
人
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
市
民
後
見
人
が
主
に
担
う
の
は
、頼
れ

る
親
族
が
い
な
か
っ
た
り
、家
族
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
や
財
産
の
紛
争
が
無
く
、本
人

と
の
関
係
構
築
が
し
や
す
い
ケ
ー
ス
な

ど
だ
。財
産
の
少
な
い
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
い
る
た
め
、社
会
貢
献
の
精
神
に
基
づ

く
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
で
あ
る
。同
じ

地
域
で
生
活
す
る
住
民
と
し
て
の
立
場

を
生
か
し
、丁
寧
な
訪
問
や
見
守
り
を

通
じ
て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、本
人

の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
最
高
裁
判
所
に
よ
る
と
、平
成
23
年

か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
全
国
で
選
任
さ

れ
た
市
民
後
見
人
は
す
で
に
計
3
7
7

人
に
上
っ
て
い
る（
図
表
3
）。県
内
で
も
、

神
戸
市
で
30
人
、尼
崎
市
3
人
の
活
動

実
績
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
平
成
26
年
12

月
末
時
点
）。

　
な
お
、市
民
後
見
人
は
①
養
成
研
修

を
受
講
し
一
定
の
資
質
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
、②
専
門
機
関
に
よ
る
組
織
的

な
活
動
支
援・監
督
体
制
が
あ
る
こ
と
を

要
件
に
家
庭
裁
判
所
か
ら
後
見
人
と
し

て
選
ば
れ
、専
門
職
や
法
人
に
よ
る
後
見

人
と
同
様
に
法
的
な
責
任
と
義
務
を
負

っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
民
後
見
と
法
人
後
見
の
連
動

　
市
民
後
見
人
は
、同
じ
地
域
で
暮
ら
す

住
民
が
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
の
生

活
と
人
生
に
寄
り
添
い
、さ
ら
に
は
家
族

や
友
人
、地
域
社
会
と
の
関
係
性
を
紡
い

で
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。し
か
し
、そ

こ
に
は
限
界
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、虐
待
や
権
利
侵
害
な
ど
専

門
的
な
援
助
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
年
齢

が
若
く
長
期
に
わ
た
り
支
援
が
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
、病
気
や
障
害
の
状
態
が
悪

く
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス
な
ど

は
、市
民
後
見
人
だ
け
で
は
担
い
き
れ
な

い
。そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
受
け
皿
と
し

て
、市
町
社
協
や
N
P
O
等
が
法
人
と

し
て
後
見
人
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、全
国
で
も
徐
々
に
そ
の
件
数
が

増
え
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
促
進
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ら
市
民
後

見
人
や
法
人
後
見
な
ど
の
取
り
組
み
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、中
長
期
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
で
地
域
に
お
け
る
担
い
手
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

求
め
ら
れ
る
公
的
支
援

　
成
年
後
見
制
度
の
普
及
に
あ
た
っ
て

は
、生
存
権
保
障
の
観
点
か
ら
行
政
の

公
的
責
任
も
大
き
い
。国
で
は
、平
成
23

年
度
か
ら「
市
民
後
見
推
進
事
業
」を
実

施
し
て
お
り
、平
成
24
年
度
の
老
人
福

祉
法
改
正
で
も
後
見
人
の
育
成
な
ど
が

市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
て
明
記
さ
れ

た
。さ
ら
に
こ
の
た
び
の「
認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」

に
も
、市
民
後
見
人
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
県
内
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
尼
崎
市
、

西
宮
市
、神
戸
市
の
よ
う
に
、権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
や
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
を
行
政
が
設
置
し
、判
断
能
力
の
不

十
分
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
る（
図
表
5
）。

ま
た
、西
播
磨
圏
域
で
は
4
市
3
町
の
行

政
と
社
協
が
協
議
を
重
ね
な
が
ら
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
な
ど
、地
域
の
実
情
に
応

じ
た
広
域
的
な
取
り
組
み
も
模
索
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
は
、身
近
な
地
域
に
お
け
る
市
民

後
見
人
や
法
人
後
見
と
い
っ
た
成
年
後
見

制
度
の
基
盤
整
備
を
図
る
と
同
時
に
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
な
ど
の
関

連
施
策
と
一
体
的
に
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
へ

　
市
民
後
見
人
や
法
人
後
見
な
ど
の
成

年
後
見
制
度
を
取
り
巻
く
新
た
な
動
き

は
、住
民
と
行
政
、社
協
、N
P
O
、専
門

職
な
ど
の
協
働
に
よ
っ
て
切
り
拓
く
地

域
福
祉
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
で
あ
る
。

み
ん
な
が
認
め
合
い
、尊
厳
が
守
ら
れ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、さ
ら
な
る

広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

申
請
書
類
の
作
成
や
契
約
手
続
き
、費

用
の
支
払
い
を
行
い
ま
し
た
。現
在
は

月
2
回
程
度
訪
問
し
て
、ご
本
人
の
希

望
や
心
身
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま

す
。困
っ
た
時
は
、尼
崎
市
成
年
後
見
等

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

に
相
談
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
に
な
っ
た
感
想
は
？

　
市
民
後
見
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
社
会
貢
献
活
動
で
す
が
、私
自
身

の
将
来
の
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
の
現
在
で
は
、

元
気
な
高
齢
者
が
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
は
、と
て
も
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、尼
崎
市
を
含
む
12
市
町

で
市
民
後
見
人
の
養
成
研
修
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、取
り
組
み
は
年
々
広
が
り
つ

つ
あ
る
。中
で
も
特
色
あ
る
人
材
養
成

を
進
め
て
い
る
の
が
西
宮
市
だ
。

　
同
市
で
は
、平
成
23
年
4
月
に「
高
齢

者・障
害
者
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、市
社
協
と
特
定
非
営
利
活

動
法
人
P
A
S
ネ
ッ
ト
が
運
営
し
て
い

る
。セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
23
年
度
か
ら

「
権
利
擁
護
支
援
者
養
成
研
修
」を
実
施

し
て
き
た
。そ
の
特
徴
は
、市
民
後
見
人

の
養
成
に
限
定
せ
ず
、権
利
擁
護
の
側

面
か
ら
身
近
な
地
域
で
支
援
を
行
う
多

様
な
人
材
を
養
成
し
て
い
る
点
に
あ

る
。研
修
後
の
具
体
的
な
活
動
場
面
と

し
て
は
、市
民
後
見
人
の
ほ
か
、P
A
S

ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
後
見（
後
述
）を
担

う
後
見
活
動
支
援
員
や
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
の
生
活
支
援
員
、セ

ン
タ
ー
が
開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
協
力
す
る
権
利
擁
護
推
進
員
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

尊
厳
が
守
ら
れ
る

地
域
社
会
づ
く
り
へ
向
け
て

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉓
成年後見制度の
新たな広がり尼崎市成年後見等支援センター職員に市民後見活動の状

況を報告する森さん
フォローアップの一環として市民後見人受任者・候補者交
流会を開催（神戸市成年後見支援センター）

平成23年 平成24年 平成25年

　判断能力が不十分な状態に
ある人に代わって、成年後見
人等がさまざまな契約行為や
サービスの手配、財産の管理
などを行う制度。家庭裁判所
が本人や親族、市区町長の申
し立てを受け、本人の判断能
力に応じて、「成年後見人」「保
佐人」「補助人」を選任する。平
成12年に開始。

成年後見制度
キーワード

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成
平成23年 平成24年 平成25年

153,314
166,289

176,564

平成12年度 平成25年

57.8％

42.2％

9.1％

90.9％

最高裁判所「成年後見関係事件の概況」に基づき本会で作成

■親族 ■第三者（専門職、法人など）

市
民
後
見
人
に
期
待
さ
れ
る
役
割

（
大
阪
市
の
取
り
組
み
か
ら
）

①
本
人
の
意
思
の
代
弁

②
基
本
的
ニ
ー
ズ
の
充
足
と

　
本
人
ら
し
い
生
活
の
質
の
向
上

③
良
好
な
社
会
関
係
の
構
築

④
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

⑤
適
切
な
財
産
管
理
と
本
人
に
と
っ
て

　
有
意
義
な
財
産
活
用

⑥
地
域
社
会
に
お
け
る
権
利
擁
護
の

　
推
進
と
成
年
後
見
制
度
の
普
及

■図表3 市民後見人の選任数

92

118

167

　
研
修
内
容
は
、認
知
症
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
当
事
者
理
解
を
は
じ
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
知
識
、成
年

後
見
制
度
の
知
識
な
ど
幅
広
く
、基
礎

研
修
と
専
門
研
修
を
合
わ
せ
て
研
修
時

間
は
40
時
間
に
上
る
。平
成
25
年
度
ま

で
の
3
年
間
で
受
講
し
た
市
民
は
80
人

を
超
え
、そ
の
内
訳
は
定
年
退
職
を
し

た
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
、介
護
を

経
験
し
た
人
、福
祉
関
係
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。市
民
後
見
人
を
希
望
す
る
受

講
者
は
、研
修
修
了
後
に
実
践
経
験
を

積
む
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、市
民
後
見
人

の
誕
生
に
向
け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
。

　
市
民
後
見
人
が
力
を
発
揮
し
、生
き

生
き
と
活
動
す
る
に
は
、市
民
後
見
人

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
の
構
築
が
鍵
と
な
る
。神
戸
市

で
は
、平
成
23
年
度
か
ら
市
民
後
見
人

の
養
成
と
活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
お

り
、平
成
26
年
12
月
末
ま
で
に
家
庭
裁

判
所
か
ら
成
年
後
見
人
28
人
、保
佐
人

2
人
が
選
ば
れ
た
実
績
が
あ
る
。

　
同
市
で
は
平
成
23
年
1
月
に「
神
戸

市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
、市
社
協
が
そ
の
運
営
を
担
っ
て
い

る
。市
民
後
見
人
が
誕
生
す
る
ま
で
の

流
れ
は
図
表
4
の
通
り
で
あ
る
。

　
市
社
協
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、市
民
後
見
人
が

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
る
際
に
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
要
請
を
受
け
、市
社

協
が
後
見
監
督
人
に
就
任
し
て
い
る
点

に
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
市
社
協
は
市
民

後
見
人
と
の
密
接
な
情
報
共
有
や
連
携

が
可
能
と
な
り
、市
民
後
見
人
が
行
う

契
約
行
為
や
各
種
手
続
き
、財
産
管
理
、

市
民
後
見
人
の
養
成（
西
宮
市
）

事
例
1

市
民
後
見
人
の
活
動
を

支
え
る
仕
組
み（
神
戸
市
）

事
例
2

■図表5 県内で設置された権利擁護支援センター等 ■図表4 市民後見人養成の流れ
基礎20時間
実務30時間講義、面接、レポート

登録選考、現場実習

市長申し立て等から案件を検討

弁護士等の専門家による受任前審査

最終的には、家裁が決定

養成研修受講

研修修了

市民後見人候補者として登録

受任調整会議

家庭裁判所から選任

市民後見人として活動スタート

書
類
作
成
の
ほ
か
、対
応
が
難
し
い
場

面
な
ど
、活
動
の
中
で
生
じ
る
問
題
に

対
し
て
助
言・監
督
を
行
う
こ
と
に
な

る
。さ
ら
に
、弁
護
士・司
法
書
士・社
会

福
祉
士・医
師
の
専
門
職
と
も
連
携・協

働
し
て
お
り
、法
律
と
福
祉・医
療
の
観

点
か
ら
市
民
後
見
人
を
支
え
る
体
制
が

整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、市
民
後
見
人
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
、就
任
1
年
目
は
3
カ

月
、6
カ
月
単
位
の
報
告
時
期
を
設
定

し
面
談
を
実
施
。専
門
職
か
ら
直
接
助

言
を
受
け
る
体
制
も
取
り
入
れ
て
い

る
。ま
た
、日
頃
の
悩
み
や
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
、メ
ー
ル・電
話・面
談
等
に
よ

り
日
常
的
に
支
援
し
て
い
る
。

●神戸市成年後見支援センター
●姫路市成年後見支援センター
●尼崎市成年後見等支援センター
●西宮市高齢者・障害者権利擁護支援センター
●芦屋市権利擁護支援センター
●伊丹市福祉権利擁護センター
●宝塚市高齢者・障がい者権利擁護支援センター
●川西市成年後見支援センター　かけはし
●篠山市高齢者・障がい者権利擁護サポートセンター

（人）200,000

150,000

100,000

50,000
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

も
の
』と
い
う
空
気
が
あ
る
。で

も
、実
際
に
活
動
し
て
い
る
人
は
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
を
き
っ
か
け
に
取
り
組
ん
で
い

る
。誰
も
が
市
民
活
動
に
参
加
し

た
い
と
思
え
る
空
気
に
変
え
て
い

き
た
か
っ
た
」と
阪
口
さ
ん
は
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
思
い
を
語
る
。

　
呼
び
掛
け
に
賛
同
し
て
集
ま
っ
た
の
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、看
護
師
、社
協
職
員
、

主
婦
な
ど
多
様
な
分
野
か
ら
の
20
人
。平

成
25
年
7
月
か
ら
検
討
を
開
始
し
、計
9

回
の
会
議
と
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
、「
雑

誌
感
覚
で
気
軽
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

冊
子
に
」「
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
意
見
交
換
を
重

ね
て
い
っ
た
。取
材
や
写
真
撮
影
、記
事
執

筆
な
ど
は
全
て
メ
ン
バ
ー
が
担
う
か
た
ち

で
、市
内
7
5
0
団
体
の
情
報
や
メ
ン
バ
ー

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
記
な
ど
を
掲
載
し

た
冊
子『
明
活
ー
M
E
I
K
A
T
S
U
ー
』

が
平
成
26
年
3
月
に
完
成
し
た
。

　
発
行
後
は
、「
活
動
の
見
学
を
し
た
い
」

と
読
者
か
ら
掲
載
団
体
へ
連
絡
が
あ
っ

た
り
、こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の
な
か
っ
た

団
体
が
冊
子
を
通
じ
て
互
い
の
活
動
を

　
明
石
市
内
の
市
民
活
動
団
体
や

N
P
O
に
は
、「
明
石
の
ま
ち
を
よ
く
し

た
い
」と
共
通
の
思
い
は
持
っ
て
い
て
も
、

団
体
が
単
独
で
活
動
し
て
い
た
り
、市
内

に
複
数
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
超

え
た
取
り
組
み
に
も
至
り
に
く
い
状
況

に
あ
っ
た
。明
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
協
会

に
勤
務
す
る
阪
口
努
さ
ん
が
、活
動
の
裾

野
を
広
げ
る
た
め
の
冊
子
を
作
成
し
よ

う
と
、周
り
に
声
を
掛
け
始
め
た
の
は
、

「
各
団
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
枠
を
超
え

た
何
か
が
で
き
な
い
か
」と
の
思
い
か
ら

だ
っ
た
。

　「〝
市
民
活
動
〞や〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞と

聞
く
と
、ま
だ
ま
だ『
特
別
な
人
が
す
る

知
り
、新
た
な
活
動
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
た
り
す
る
な
ど
、想
定
以

上
の
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
変
化
は
作
り
手
に
も
訪
れ
た
。市
民
活

動
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
一
歩
を
踏

み
出
せ
ず
に
い
た
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
、取

材
先
で
出
会
っ
た
活
動
者
の
話
に
引
き
つ

け
ら
れ
、高
齢
者
向
け
の
食
堂
や
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
活
動
に
継
続
的
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　『
明
活
』に
関
わ
っ
た
作
り
手
や
掲
載
団

体
、読
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、少
し
ず
つ
変
化

が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
波
及
し
て
い
く
地
域
の
新
た
な
つ
な

が
り
に
、こ
れ
か
ら
も
期
待
し
た
い
。

「
市
民
活
動
」っ
て

特
別
な
人
が
す
る
も
の
？

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　明石市内で市民活動に関心のある人たちが、「活動
を身近に感じてもらいたい！」と集まって作成した『明石
のちからマガジン「明活－MEIKATSU－」2014』が好
評だよ。どんな思いが詰まった冊子なのかな。企画・編
集を行った「お～るあかしプロジェクト」のメンバーに
話を聞いてきたよ！

取材を終えて
　阪口さんは、サラリーマンだった10数年前、知
人との会話から「自分は社会に無関心だ」と痛感し
てNPOに転職し、現在はどっぷりと市民活動に関
わっています。『明活』も、それを手に取った人の人
生を変えるきっかけになるかもしれません。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

市民活動の楽しさを伝える
冊子を発行！
～「お～るあかしプロジェクト」から生まれる新たなつながり～

お～るあかしプロジェクト
（一般財団法人明石コミュニティ創造協会）
明石市中崎1-5-1　☎078-918-5248
URL http://www.akashi135.jp/

ＴＯＰＩＣＳ

　県子ども会連合会では、11月9日に推進フォーラムと
して子ども会育成大会を南あわじ市で開催。子ども会関
係者、指導者、関係団体など約200人が参加しました。
　地元の南あわじ市内の子どもたちによる和太鼓演
奏の後、ヴィッセル神戸アンバサダーで元Ｊリーガーの
吉田孝行さんから、「ふるさとを大切にする子どもを育
てよう」をテーマに講演が行われました。
　講演を通じて、地域社会全体で子どものたちを見守
り、子どもがいきいきと育つ環境を整えていくことの
大切さと、それらが将来の地域づくりにつながること
が確認できました。

ふるさとを大切にする子ども育てよう 見守りの地域づくりを考える

認め合い、つながり合う地域づくりを目指して 子どもの笑顔が輝くための地域力を

　伊丹市では、11月20日に地域見守りフォーラムを
開催し、市民約450人が参加しました。
　第1部の基調講演では、「遺品整理や福祉整理の現
場から見える地域からの孤立の実態」をテーマに、片
付けられない高齢者や、ごみ屋敷、孤立死の問題に立
ち向かう遺品整理士の横尾将臣さんを講師として、そ
の背景にある問題を考える機会となりました。
　また第2部では、市内で実践されている「地域の見守
り、支え合い活動」を市社協職員から報告し、孤立のない
地域づくりの必要性と、住民や専門職、事業所が一緒に
なって見守り合っていくことの大切さを確認しました。

冊
子
の
作
成
が
生
ん
だ〝
変
化
〞

『明活』は１部540円＋送料で販売中！（お
求めは明石コミュニティ創造協会まで）

笑顔あふれる冊子で市民活動をもっと身近に！
（「お～るあかしプロジェクト」の皆さん）

今号では、キャンペーン推進協議会の幹事団体による「推進フォーラム」の様子もご紹介します！

 コープこうべでは、9月19日に「認め合い・つながり合
い」の地域づくりを考える推進フォーラムとして、各地
で活動するリーダーの研修交流会を神戸市内で開催。
大阪ボランティア協会常務理事の早瀬昇さんによる講
演と参加者間のグループワークを通じ、多様性を認め
合いながらつながり合うこと、協働で地域づくりを進め
ることの大切さを考える一日となりました。
 福祉、子育て、環境問題など、地域の課題を発見し、協
働して解決を目指す活動が、今後も県内各地で広がっ
ていくことが期待されます。

　県民生委員児童委員連合会では、推進フォーラムと
して9月28日に丹波の森公苑（丹波市）で「地域児童育
成環境づくりフォーラム」を開催。主任児童委員、民生
委員・児童委員、市民等約７００人が参加し、「こどもの
笑顔が輝く地域力～ふるさとを愛する心～」をテーマ
に、子育て支援の実践発表や、関係者によるパネルデ
ィスカッションが行われました。
　子どもの育ちを考える上で、地域・学校・家庭がつ
ながり合うことの大切さを確認できた一日となりま
した。
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